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令和４年神審第１５号                       

裁    決 

貨物船Ａ岸壁衝突事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    海技免許 四級海技士（航海） 

   

本件について、当海難審判所は、理事官小嶋正博出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａを戒告する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和３年６月８日１３時１９分僅か過ぎ 

 兵庫県姫路港広畑第１区 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 貨物船Ａ 

  総 ト ン 数 ４９８トン 

  全   長 ７４.５４メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出   力 ７３５キロワット 
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３ 事実の経過 

  Ａは、固定ピッチプロペラを装備した船尾船橋型鋼製貨物船で、船

橋前部中央に操舵スタンド、その左舷側にＧＰＳプロッター、レーダ

ー２台及び電子海図システム、右舷側に機関遠隔操作盤及びバウスラ

スター遠隔操作盤をそれぞれ備え、ａ受審人ほか４人が乗り組み、鋼

材１,５４３トンを積載し、船首３.３５メートル船尾４.５０メート

ルの喫水をもって、令和３年６月７日０２時３０分千葉県木更津港を

発し、姫路港広畑第１区に向かった。 

  ところで、姫路港広畑第１区は、同港中央部に位置し、同区北部に

は、北方に面した輸出岸壁及び広畑岸壁並びに南方に面した夢前岸 

壁、鴨田岸壁、中央岸壁及び鶴田岸壁がそれぞれ築造され、輸出岸壁

と広畑岸壁の間の水路により南方に面した各岸壁へ通じていた。 

  また、Ａの操縦性能は、海上公試運転成績書船体部写によると、 

１１.５ノットの前進速力で航走中、舵角３５度を取って右旋回した

ときの最大縦距及び同横距がそれぞれ２６９.５１メートル及び  

２４７.６８メートル並びに１１.６ノットの前進速力で航走中、同舵

角を取って左旋回したときの最大縦距及び同横距がそれぞれ    

２５４.３７メートル及び２５８.９０メートルで、１１.５ノットの

前進速力で航走中、全速力後進発令から５ノットの前進速力に減ずる

までに要する時間及び同航走距離がそれぞれ１分２４秒及び３６０メ

ートルで、５ノットの前進速力に減じて引き続き船体停止までに要す

る時間及び同航走距離がそれぞれ５２秒及び６９メートルであった。 

  ａ受審人は、翌８日０７時４０分友ケ島水道で昇橋して一等航海士

から引き継いで単独の船橋当直に就き、大阪湾を北上し、引き続いて

速力調整を行いながら播磨灘を西行したのち、姫路港に入域し、１３

時０８分広畑東防波堤を航過して同港広畑第１区を北上し、１３時 
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１２分半僅か前広畑導灯（前灯）から１８０度（真方位、以下同じ。）

１,３３０メートルの地点で、針路を着岸予定の鴨田岸壁に向く  

００５度に定め、７.７ノットの速力（対地速力、以下同じ。）から

徐々に減速を始め、手動操舵によって進行した。   

  ａ受審人は、１３時１７分僅か過ぎ広畑導灯（前灯）から    

１７０.５度４５０メートルの地点に至り、機関を半速力後進にか 

け、１３時１７分半僅か過ぎ広畑導灯（前灯）から１６８度３８０メ

ートルの地点に達し、４.４ノットの速力となったとき、右舵をと 

り、バウスラスターを右半速にかけて右旋回を開始した。 

  右旋回を開始したとき、ａ受審人は、船首端が鴨田岸壁まで１７０

メートルとなり、その後、過大な速力で同岸壁に接近する状況となっ

たことを認めたが、機関を後進にかけ、バウスラスターを右半速にか

けていることから、旋回して無難に着岸できるものと思い、直ちに機

関を全速力後進にかけるなど、減速措置を十分にとらなかった。 

  こうして、ａ受審人は、過大な速力のまま、鴨田岸壁に接近を続 

け、１３時１９分僅か前船首方至近となった同岸壁に衝突の危険を感

じ、右舵一杯にとり、バウスラスターを右全速としたものの、及ば 

ず、１３時１９分僅か過ぎ広畑導灯（前灯）から１３９度２００メー

トルの地点において、Ａは、船首が０２２度を向き、２.８ノットの

速力となったとき、バルバスバウが鴨田岸壁に衝突した。 

  当時、天候は晴れで風力３の南南東風が吹き、潮候は下げ潮の末期

に当たり、視界は良好であった。 

  衝突の結果、Ａはバルバスバウに凹損等を、鴨田岸壁は鋼製矢板に

凹損をそれぞれ生じたが、のちいずれも修理された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 
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 本件岸壁衝突は、姫路港広畑第１区において、鴨田岸壁に向けて航行

する際、減速措置が不十分で、過大な速力のまま、同岸壁に向かって接

近を続けたことによって発生したものである。 

 ａ受審人は、姫路港広畑第１区において、鴨田岸壁に向けて航行中、

過大な速力で同岸壁に接近する状況となったことを認めた場合、直ちに

機関を全速力後進にかけるなど、減速措置を十分にとるべき注意義務が

あった。ところが、同人は、機関を後進にかけ、バウスラスターを右半

速にかけていることから、旋回して無難に着岸できるものと思い、減速

措置を十分にとらなかった職務上の過失により、過大な速力のまま、鴨

田岸壁に向かって接近を続けて衝突する事態を招き、船体及び岸壁それ

ぞれに損傷を生じさせるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては，海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和５年３月１６日 

     神戸地方海難審判所 

          審 判 官  下  條  正  昭 

 


